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研究成果の概要（英文）：Inconclusive, no statistical significance but suggestion from 
instrument and interviews is that there is very little effect on students, possibly because of 
self-selection.  However, there is a small but interesting impact on local communities. 
 
研究成果の概要（和文）：: 確定的また統計的には確固たる結論は得られなかったが、ＩＤＩま
た聞き取り調査などから以下のことが明らかとなった。学生については国際系大学を自ら選択
したこともあり、あまり大きな影響は見られなかったが、地域社会においては顕著ではないが
興味深いインパクトが見うけられた。 
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研究分野：  社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会学 
キーワード：国際; 社会変遷; マルタイカルチャー; 地域発展; 地域における社会的インパクト; 大学 
 
１．研究開始当初の背景: 日本における国際
系大学の開校により、日本の国際教育にある
影響もしくは効果があるのではないかとい
う推測に基づいて、本研究に着手した。 
 
２．研究の目的:  国際教育という観点で学生
および地域社会における影響を考察する。 
 
３ ． 研 究 の 方 法 :  Intercultural 
Development Inventory の使用、また多くの
聞き取り調査。 
４．研究成果: 確定的また統計的には確固た

る結論は得られなかったが、ＩＤＩまた聞き

取り調査などから以下のことが明らかとな

った。学生については国際系大学を自ら選択

したこともあり、あまり大きな影響は見られ

なかったが、地域社会においては顕著ではな

いが興味深いインパクトが見うけられた。 
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